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コイルクラフト社、高周波アプリケーション向け高電流インダクタの新ファミリを発表
アメリカ合衆国イリノイ州キャリー—コイルクラフト社（Coilcraft）の新SLRファミリは、シールドタイプ高電流パワーインダクタです。最大定格電流100アンペア、インダクタンス値85～370 nHを提供、マルチフェーズVRM/VRD/EVRD レギュレータ、Intel™  IMVP対応システム、GPU/ビデオグラフィックカード等の高周波アプリケーションに最適です。SLRシリーズのインダクタは、損失レスのインダクタDC抵抗（DCR）による電流検出を実現するために、高精度のDCR許容差（±5.4%～±10%）を特徴としています。
SLRファミリはSLR1050、SLR1065、SLR1070、SLR1075、SLR1190の5つの製品シリーズで構成されています。
小型のSLR1050シリーズは、10.2 X 7.0 X 4.95 mmのパッケージで、インダクタンスレンジ85～220 nH、最大定格電流86アンペアに対応しています。効率と精度の最適化のために3種類のDCRのバージョンが用意されています。SLR1190は、SLRファミリの中で最大の定格電流100アンペアに対応インダクタンスレンジは150～370 nHです。パッケージサイズは、11.2 X 10.3 X 9.0 mmです。
SLRファミリの全製品は、RoHSに適合した、銅にニッケル、さらにその上に無光沢スズを施した終端を採用しており、リフロー温度は最大260°Cです。

コイルクラフト社の全部品と同様に、パワーインダクタSLRファミリの無料評価用サンプルをホームページ（www.coilcraft.com）からオンラインでお申込みいただけます。詳細は、担当のLen Craneにお電話（+1-847-639-6400）または電子メール（lcrane@coilcraft.com）にてお問い合わせください。

コイルクラフト社について

コイルクラフト社は、イリノイ州シカゴ近郊のケアリーに本社を置く、高性能高周波チップインダクタ、パワーマグネティクス、フィルタ等を供給する世界的一流サプライヤです。多種類の標準部品に加えて、顧客の電特要求に合わせカスタマイズした磁気製品の設計・製造も行っています。

コイルクラフト社は、品質、安定供給、エンジニアリングサポート、高性能に定評があり、エンジニア、調達担当者の方々に選ばれたサプライヤです。独自調査によると、コイルクラフト社はエンジニアが同僚に勧める磁気製品メーカのトップにランクされています。
